
（ 記入例 ） 

別記様式第１号（第４条関係） 

令和○○年○○月○○日 

 

共同研究申込書 

 

国立大学法人 

 お茶の水女子大学長 殿 

 

所 在 地 東京都文京区大塚○丁目○番○号 

申込者  機 関 名 株式会社 ○○○○○○○○○○ 

代表者氏名 代表取締役社長 ○○○ ○○○ 印 

 

国立大学法人お茶の水女子大学共同研究取扱規則に基づき、共同研究を行いたいので、下記のと

おり申し込みます。 

記 

 

１．研究題目 △△△による□□□に関する研究 

２．研究目的及び内容 △△△の○○○○を分析し、□□□の影響を検討する。 

３．研究期間 令和○○年○○月○○日 ～ 令和○○年○○月○○日 

４．共同研究に要する負担経費 

 Ｘ,ＸＸＸ,ＸＸＸ円（税込） 

５．民間等共同研究員（所属・職・氏名） 

 有り（○○技術部・研究員・○○○○○） 

６．共同研究を希望する研究代表者氏名 

基幹研究院○○科学系  教授 ○○ ○○  
○○技術部       主任 ○○ ○○ 

７．共同研究のための設備 

  （設備名）： （規格） ： （数量） 

○○装置    ○○○製   一式 

派遣がない場合、「無し」と記入する。 
派遣がある場合は、別紙様式第2号（第4条関係）
共同研究員調書も併せて提出する。 

本学が受け入れる設備がある場合記入する。  

本学、相手方の双方の研究代表者を記入する。
所属・役職も記入する。 

代表者は、企業等全体の代表者だけではなく、 
当該研究部門の責任者も可とする。 

直接経費、間接経費、及び研究員費を含む総額 



（ 記入例 ） 

令和○○年度共同研究申込書     （新規・継続） 

 

研究題目 
△△△による□□□ に関する研究   

継続課題の場合の研究開始年度 令和○○年度 

研究の概要 

 

当該研究に関して共同研究を行うことの意義、必要 

性や研究の内容等について、簡潔に記入すること。 

 

 

 

本学の 

研究組織 

研究者氏名 所属部局・職名 役割分担 

（代表者） 

○○ ○○○ 

 

 

 

ほか○名 

基幹研究院○○科学

系・教授 

 

 

 

研究指導、及び○○を用いた□

□の検証 

 

 

民間機関等 

の研究組織 

機関名 株式会社 ○○○○○○○○○○ 

住  所 東京都文京区大塚○丁目○番○号 

事業内容 

□□□の研究開発及び販売 

 

 

研究員数 研究員の役割分担 

 

□□□の研究開発 

 

○人  

研究を実施 

する施設等 

 

お茶の水女子大学△△△△学部、及び株式会社○○○○○○○○○○の施設 

及び設備を利用 

 

（注）「研究を実施する施設等」については、民間機関等の所有する特定の設備をその所有する施

設において使用する場合、その施設名、設備名及び所在地も記入すること。 

 

 

本件共同研究の研究
員数を記入する。 

本件共同研究の研究担当教員を記
入する。（学生は計上しない） 

新規・若しくは継続
を〇で枠で囲む 



（ 記入例 ） 

２ 共同研究に要する経費等 

 (1) 総  表                          （単位：千円）  

区 分 

民間機関等負担分 本学負担分 

受託研究 

謝 金 

受託研究 

旅 費 

受 託 

研究費 

間 接 

経 費 

共同研 

究員費 
合 計 

共 同 

研究費 

既 定 

経 費 
合 計 

負担額 
 

 

 1,000 300  1,300  
  

 

 (2) 積 算 内 訳 

  ① 民間機関等負担分（共同研究員費（注２）は除く）          （単位：千円）  

区     分 内     訳 数 量 金   額 

謝   金 

課税対象相当分 

非課税対象相当分 

 

時給ＸＸ円×○○人 

 

○件 

 

 

旅   費 

国内旅行 

外国旅行（注１） 

 

京都  ＸＸ円×○人 

米国 ＸＸＸ円×○人 

 

1件 

1件 

 

 

研 究 費 

備品費 

消耗品費 

 

光熱水料 

賃金 

その他 

 

 

解析用ｿﾌﾄｳｪｱ（単価ＸＸ円） 

△△△ 

 

 

２件 

10ｹｰｽ 

 

 

1,000 

 

間 接 経 費   300 

合   計   1,300 

（注１）「外国旅行」に係る旅費の記入に当たっては、その内訳と必要性等を記載した資料を添付 

すること。 

（注２）「共同研究員費」とは、民間機関等から研究者を本学が受け入れる際に必要となる経費で

す。

A 

B 

C 

D 

E 

F 

A B C D E F 

記入不要 

(1)総表と(2)積算内訳の各区分Ａ～Ｆを対応させる。 

直接経費（Ａ、Ｂ、Ｃの合計）の30%とする。 



（ 記入例 ） 

  ② 本学負担分（既定経費）                     （単位：千円）  

区     分 内     訳 数 量 金   額 

諸 謝 金    

旅   費    

研 究 費 

備 品 費 

消耗品費 

光熱水料 

賃    金 

そ の 他 

   

合   計    

 

 (3) 共同研究の用に供する本学の設備及び施設 

設  備  名 施  設  名 

○○装置 △△△研究室（△△△△学部） 

 

（注）直接経費としての研究費のうち、消耗品費及び光熱水料の積算の対象となる設備名及び当該

設備の所在する施設名を記入すること。 

 

３ 継続課題における経費の全体計画            （単位：千円）  

区   分 令和○年度 令和○年度 令和○年度 令和○年度 合   計 

本学負担分 
     

民間機関等 

負 担 分 

X,ＸＸＸ X,ＸＸＸ X,ＸＸＸ X,ＸＸＸ ＸX,ＸＸＸ 

合   計 X,ＸＸＸ X,ＸＸＸ X,ＸＸＸ X,ＸＸＸ ＸX,ＸＸＸ 

（注） 「民間機関等負担分」欄については、共同研究員費も含めて記入すること。 

 

４ 民間機関等の事務連絡先 

担 当 者 氏 名 所 属 部 局 等 電    話 

○○ ○○ △△△技術部 ○○-○○○○-○○○○ 

 

 

記入不要 


